
こ
れ
ま
で
漆
川
工
業
団
地
は
、
 

農
工
法
）
の
指
定
に
よ
り
導
入
 

が
、
こ
の
ほ
ど
法
律
改
正
が
あ
 

農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法

（
 
業

種
が
工
業
に
限
ら
れ
て
い
た
 
っ

て
道
路
貨
物
運
送
業

・
倉
庫
 

一．一広報 

③ごしかわら 
発行 五所川原市 

〒037 

青森県五所川原市字岩木町12 

廿 0173-⑩2111(ft) 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 五所川原印刷欄 

市の人口 総数51,557人（男24,699・女26,858）世帯数15,088 ( 6 月30日現在） 	（毎月2 回  1日・15日発行） 

森田市長（右）に協定書を手渡す布川清純日本通運株青森支店長（左） 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

" j 

 

業
等
も
立
地
可
能
と
な
っ

た
も

の
で
、

こ
の
た
び
日
本
通
運

（
 

本
社
・
東
京
）
並
び

に
吉
村
運

送

（
本
社
・
中
里
町
）
の
漆

川

工
業
団
地

（
の
進
出
は
団
地
の

機
能
ア
ッ

プ
と
な
り
企
業
誘
致

の
促
進
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

七
月
二
十
日
、
市
役
所
で
開

か
れ
た
調
印
式
は
県
の
立
ち
会

い
で
日
本
通
運
囲
布
川
清
純
青

森
支
店
長
、
固
吉
村
運
送
吉
村

義
雄
社
長
、
森
田
市
長
、
吉
岡

市
土
地
開
発
公
社
理
事
長
ら
の

間
で
、
立
地
協
定
書
と
土
地
売

買
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
 

日
通
は
一
・
ニ
マ
、
吉
村
運

送
は
〇
・
三
（
」ル
の用
地
を
取
得

し
、
早
い
も
の
は
今
秋
着
工

来
年
九
月
ご
ろ
ま
で
に
は
日
通

は
二
億
七
千
二
百

万
円
、
吉
村

運
送
は
一
億
五
千
六
百
万
円
を

投
じ
て
物
流
セ
ン
タ
ー
と
し

て

の
諸
施
設
を
建
設
し
、
地
域
経

済
に
密
着
し
た
営
業
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

' '= 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 

昭和63年 

筋．668 

8ー 

わた＜したちの先人は、不擁不屈の五所川原 
‘魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り 
・‘開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 
： 上げました。 
:, わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

‘ら い視野に立って西北津軽の人マと協調 
.； し、郷土の限りない発展を願って、こ 
I三，こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ＜ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

⑨平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつくります。 



五所川原駅 

『 

一
 
岩

木
川
 

プ
 
、
 

王《
！
 

民
＼
八
Y
ー
 
場
一
 

市
、
線
 

1
0!
 

、
、
 
能
 

道
【
 

一
 
五
 

国
！
 

至I' 
浄化センター 

建
て
で
、
更
衣
室
、
ロ
ッ
カ

ー
 

室
了
ン
ャ
ワ
ー
室
が
備
え
ら
れ

て
お
り
、
総
事
業
費
は
二
億
三

千
万
円
で
す
。
 

落
成
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「待
望
の
市
民
プ
ー
ル
が
完
成

し
、
公
式
競
技
が
可
能
な
プ

ー
 

ル
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
西
北

津
軽
並
び
に
津
軽
半
島
地
域
の

水
泳
競
技
の
中
核
施
設
及
び
家

婆
」
ぞ
っ
て
楽
し
め
る
施
設
と

し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

一
」
の
後
、関
係
者
が
テ
ー
プ

カ
ツ
ト
を
し
て
オ
ー
プ
ン
を
祝
 

い
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
五
一
中
の
水
泳

部
貝
が
泳
ぎ
初
め
を
行
い
ま
し

た
。
 

プ
ー
ル
の
周
囲
は
、
北
部
公

園
と
し
て
六
十
七
年
度
の
完
成

を
目
ざ
し
て
整
備
を
進
め
て
お

り
、
多
目
的
広
場
や
ゲ
ー
ト
ボ
 

ー
ル
場
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
広
場

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

市
民
プ
ー
ル
は
、
七
月
十
七

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
一

般
に
開
放
さ
れ
ま
す
。
 

時
間
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
、
 

（
入場
者
入
替
）
午
後
一
時
か

ら
五
時
で
、
入
場
料
は
一
般
一
一
 

百
円
、
高
校
生
百
円
、
中
学
生

以
下
五
十
円
。
 コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
 

ー
利
用
は
一
回
十
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

昨
年
十
「

月
か
ら

幾
世
森
地

区
に
建
設

工
事
を

進
め

て
い

た
「

市
民
プ

ー
ル
」
が

こ
の
ほ
ど

完
成
、
 

七
月
十

六
日
に

同
所
で

落
成
式

を
行
い

ま
し

た
。
 

落
成
式
に
は
森
田
市
長
を
は

じ
め
来
賓
、
関
係
者
な
ど
合
わ

せ
て
約
六
十
人
が出
席
し
ま
し

た
o
 

同
プ
ー
ル
は
、
北
部
公
園
整

備
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
し
 

た
も
の
で
、
五
十
H

、
八
コ

ー
 

ス
の
公
式
競
技
の
出
来
る
プ

ー
 

ル
の
ほ
か
、
す
べ
り
台
付
き
の

ひ
ょ
う
た
ん
型
幼
児
用
プ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
管
理
棟
は
一
部
二
階
 

オープンにあたってよろこびのテーブカッ ト 

I I~ 

泳ぎ初めをする五ー中水う永部の皆さん 

完成 し た市民プール 

広報こ,しょがわら 	 （第668号）② 昭和63年（1988年）8 月 1日 

冷民戸灘葬党我 
7月17日から8月31日まで 

寧縛紳車 ー般開放 
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市民会議であいさつをi丞べる森田市長 

（コミュニティセンター三好で） 

市
で
は
「
う
る
お
い
と
活
力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
七
月
二
士
百

か
ら
市
内
各

地
で
市
民
会
議
を
開
い
て
い
ま

す
。
 

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
直
接
地

域
の
問
題
点
や
要
望
一
意
見
な

ど
を
聴
き
、
そ
札
麟
や
き
る
だ

け
市
政
に
反
映
さ
せ
で
い
こ
う

と
す
る
も
の
で
、
三
好
地
区
を

皮
切
り
に
、
九
月
二
十
九
日
の
 

h
所
川
原

（
南
）地
区
ま
で

ー
 

ニ
カ
所
で
開
き
ま
す
 

初
日
の
三
好
地
区
は
、
午
前

十
時
か
ら
コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
三
好
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

同
地
区
の
部
落
会
長
、
行
政

連
絡
員
、
住
民
協
議
会
員
を
は

じ
め
地
区
住
民
、
そ
」
で
地
元

市
議
な
ど
、
市
か
ら
は
森
田
市

長
、
吉
岡
助
役
を
は
じ
め
関
係

部
課
長
な
ど
合
わ
せ
て
約
六
十
 

人
が
畠
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
森
田
市
長
が
 
「時
局

な
お
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
四
全
総
に
津
軽
自
動
車

道
が
組
み
こ
ま
れ
た
こ
と
、
ま

た
、
津
軽
半
島
振
興
計
画
が
国

の
承
認
を
受
け
た
こ
と
な
ど
、
 

か
っ
て
な
い
明
る
い
展
望
が
拓

け
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
農

業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
企
業

誘
致
と
地
場
産
業
の
振
興
に
努

め
、
西
北
津
軽
並
び
に
津
軽
半

島
の
拠
点
都
市
と
し
て
、
新
ら

た
な
飛
躍
を
目
指
し
て
い
き
た

ど
 
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
会
議
に
入
り
、
同

地
区
か
ら
は
道
路
や
学
校
の
新

築
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
身
近

な
問
題
に
つ
い
て
の
要
望
が
数

多
く
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

ー
つ

ひ
と
つ
に
、
市
長
は
じ
め
関
係

職
員
が
市
の
対
応
策
を
示
し
て

い
ま
し
た
。
 

な
お
、
今
後
の
日
程
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。
市
民
多
数
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
 

ー
地

区
毎
に
市
民
会
議

開
＜
ー
 

市民会議にご参加ください 
市民会議日程表 

口
川
 

口
］
 
 

曜日 時 間 対象地区 開催場所 

8
  

22 午前10時 中川地区 
、
」
 
、
 

 
コ
 
ュ
 
一

丁
ン
 

ニセ
 
イ
タ
 

一
 

 中
  

一
 

 

24 水
  

松島地区 コミュニテイ 
センター松島 

I
 

 

26 金
  

'I 長橋地区 コミコ，ニテイ 
センター長橋 

I
 

 

27 午後 1時 栄 地 区 コミコ．ニテイ 
セン夕ー栄 

I
 

 

29 
×
  月

 
午前10時 梅沢地区 梅沢コミュニテイ 

センター 

31 水
  

1I 七和地区 コミコニテイ 
センター七和 

a
J
 
 

。
乙
 

金
  

午前10時 小曲地区 農村婦人の家 

27 火
  

午後1時 五所川原qb 
しきしまコミコニテ 

イセン夕ー 

29 木
  

午後1時 五所川原南 老人福祉センタ 

地区ごとに開いています 
市は、「うるおいと活力のあるまちーブく り」 の

ために、昨年同様各地区で市民会議を開きます。 

市民会議は、市民から直接地域の問題点や要

望、意見などを聴き、それをできるだけ市政に

反映させていこう とするもので、 どなたでも参

加できます。 

私達を取り巻く環境は、国際化・高齢化・高

度情報化・技術革新など急速に変化してきてお 
I）ます。 

こうした中で本市においては、21世泳己を展望

しながらこれらに的確に対応したまちづく りを

進めるべく、各界の協力を得て新五所川原市総

合計画の策定作業を進めてまいりました。 

この度、草案がまとまりましたのでこの機会

に再度ご検討をいただきたいと思います。 

特に、21世姉己を担う若い方々の積極的なご参

加をお願いします0 

※五所川原（」ヒ）は五小学区、五所川原（南）は南

小学区及び中央小学区となります。 



訓練の進行を見守る森田市長（中央） 

大会で祝辞を述べる森田市長 

土のう積みをする消防団員達 

昭和63年（1988年）8 月 1日 広報ごしょがわら 	 （第668号）④ 

大
雨
に
備
え
水
防
訓
練
を
実
施
 
県
更

生
保
護
大
会
開
か
れ
る
 

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
市
で

は
七
月
十
五
日
、
岩
木
川
堤
防

で
森
田
市
長
を
は
じ
め
来
賓
、
 

消
防
団
員
、
消
防
署
員
な
ど
約

三
百
人
が
参
加
し
て
大
規
模
な

水
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

同
訓
練
は
、
出
水
期
に
備
え
、
 

防
災
関
係
機
関
の
志
気
の
高
揚

と
水
防
技
術
の
向
上
お
よ
び
水

防
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
 

訓
練
は
、
乾
橋
上
流
約
三
百
 

H
の
岩
木
川
右
岸
で
「
発
達
し

た
低
気
圧
の
接
近
に
伴
い
津
軽

地
方
は
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
山
石
 
 木

川
の
水
位
が
警
戒
水
什
を
超

え
、
引
き
続
き
上
昇
中
」
し
に

・

う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
消
防
団
員
た
ち
は

警
戒
警
報
発
令
と
同
時
に
、
堤

防
の
決
壊
を
防
ぐ
「
シ
ー
ト
張

工
」
 
と
いう
シ
ー
ト
と
縄
、
土

の
う
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た

補
修
を
、
水
が
あ
ふ
れ
た
所
に

は
 
「土
の
う
積
工
」
、漏
水
個
所

に
は
 
「月
の
輪
工
」
 
と
呼
ば
れ

る
土
の
う
の
ダ
ム
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
消
防
署
救

助
隊
が
、
増
水
の
た
め
対
岸
に

負
傷
し
て
取
り
残
さ
れ
た
被
災
 
 

者
の
救
助
を
ボ

ー
ト
と
ロ
ー
プ

を
使
っ
て
行
う
な
ど
各
種
訓
練

を
実
戦
さ
な
が
ら
に
実
施
し
ま

し
た
。
 

最
後
に
、
同
訓
練
の
統
監
で

あ
る
森
田
市
長
が
 
災
害
は
い

つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
有
事
に
備
え
て
常
に
訓
練

を
お
こ
た
ら
な
い
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
こ
鷹
訓

練
を
継
続
し
て
行
く
方
針
で
す
。
 

今
後
と
も
五
万
市
民
の
生
命
財

産
を
守
る
た
め
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
 
と
講評
を
述
べ
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。
 

第
二
十
四
回
県
更
生
保
護
大

会
が
七
月
十

一
日
、
市
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
、
県
内
各
地
か

ら
保
護
司
、
更
生
保
護
婦
人
会
、
 

B
B
s
会
員
ら
約
七
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
最
初
に
総
会
が

開
か
れ
、
引
き
続
き
「
仮
出
獄

者
の
再
犯
防
止
を
図
る
た
め
担

当
者
と
し
て
配
慮
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
」
「地
域
に
お
け
る
犯

罪
予
防
活
動
を

一
層
推
進
す
る

う
え
で
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
」
 
の
ー
ー
つ
を
ープ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
研
究
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

協
議
で
は
、
五
所
川
原
地
巨

保
護
司
会
の
中
村
陸
郎
さ
ん
が
 

「地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を

展
開
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
や

非
行
に
関
す
る
問
題
を
自
ら
の

問
題
と
し
て
考
え
る
住
民
の
意

識
づ
く
り
を
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。
 

午
後
か
ら
は
式
典
が
行
わ
れ

広
沢
信
行
県
保
護
司
連
盟
会
長

が
式
辞
、
加
藤
忠
雄
青
森
保
護

監
察
所
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
森
田
市
長
が
「
五
所
川
原

に
お
い
で
の
み
な
さ
ん
、
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か

今
後
と
も
明
る
い
社
会
実
現
の
 
 

た
め
ご
尽
力
く
だ
●lJる
よ
う
お

願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
大
会
の
席
十
、
更
生

保
護
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
方

々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に

更
生
保
護
事
業
を

一
層
力
強
く

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た

大
会
官
言
を
採
択
し
て
大
会
を

終
了
し
ま
し
た
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農業者年金 

未加入者の皆さんへ 
農業者年金に加入する資格があるのに、 まノご

加入していない方はありませんか。 

噂歳をとってから入ればよい、、などと考えて

いる人もいるかも知れませんが、 もらう年金額

は長く保険料を払えば払うほど大きくなり、豊

かな老後生活が約束されます。 

加入資格の要件として 

050アール」』丈上の農業経営主とその後継者。 

加入期限（40歳）切れ間近かの方は急いで加

入するようお勧めします。 

手続きは農協で簡単にで・きます。 

※詳しいことは、市農業委貝会（廿⑩2 111番内

線 番）か農業協同組合へお間い合わせ

く ださし、、 

日 	（曜） 時 	間 行 	 事 場 

13Fl 

正午～ 
午後 5 時

午後 4 時～ 
午後 9 時 

っがるばくはっ 
チャリテイーコンサートII 
第 6 回 
ごしよがわらハイカラ祭り 

市民文化会館

ハイカラ通 I) 

8fl1日 
（月） 

午後 6時30分 
～午後9時 

大町夜の歩行者天国 
「ソウルオリピック記念 

韓国フエア」 
大 町 路 上 

8 月 2 日 
(k) 

午前 9時 

午後6時30分 
～午後9時 

市民ゲ一トポール大会 
（老人クラブ） 

大町夜の歩行者天国 
「ソウルオリピソク記念 

韓国フエア」 

岩 木 川 原

大 町 路 上 

S 月 3 日 
(4() 

乍前11時

午後 2 時 

午後 7 時 

市内音楽行進 

ながしおどり 
天下の奇祭「虫おくり」 

夏の夜の合同運行 

市 内 一 円 

市 内 一 円 

市 内 一 円 

8 月 4 日 
（木） 

午前 9時 

午前10時30分

午後 4時30分

午後7時30分 

虫おくり合同運行 

げんと忌 

虫送り火まっり

第39回花火大会 

市 内 一 円 

フラワーセンター 
げん と 碑前 

駅前～岩木川原

岩 木 川 原 

醤
  

午前 8時30分 

午後1時 

午後 6時 

午後 7時 

西北五台難相撲大会 

県下登山ばやし大会 

神明宮本町前夜祭（宵宮） 

ねぷた運行 

菊ケ丘運動公園 
市営相撲場 

市役所前広場 

仮宮青銀構内

市 内 ― 円 

S 月6 日 

(.  ) 

午前10時

午後 7時 

神明宮本町例祭 

ねぷた運行 

仮宮青銀構内

市 内 一 円 

8 月 7 日 
(El) 

メ干前 S時 

午前 8時 

午前 9 時30分 

東北・北海道馬力大会

東北闘鶏大会 

ねぷた運行 

岩 木 川 原 

岩 木 川 原

市 内 一 円 

※行事日程の変更について 

西北五小学校’中学校相撲大会は、 7 月15日

号ク刀去報で’8 月 7 日開催とお知らせいたしまし

たが 8 月 5 日に変更となり ました。 

⑤昭和63年（1988年）8 月 1日 	 広報ごしょがわら 	 （第668号） 

母子家庭の児童に 

児童扶養手当が支給されます 
不幸にして、なんらかの理由によリ父と生計 

を同じく していない18歳未満の児童、 または20 

歳未満で心身に障害のある者を監護している母、 

母にかわって養育している人に、児童扶養手当 

が支給されます。 

く支給対象 ①児童扶養手当法により、配偶者 

のない女子が扶養する18歳未満の児童②父が 

政令で嘘詳’〕る程度の障害のある場合 

ン申請手続 新しく申請する方は、戸籍謄本、 

住民票謄本、銀行の通帳、印鑑を持参してく 

ださい。 

※受給継続している方は、 8 月が更新の時期で・ 

すので、 8 月其月う上受謙合1麦司上書と戸J「定の関係書 ， 

類を添イ寸して手続きにおいでください。 

⑨なお、法の改正により支給額が変わります。 

⑥詳しいことは、市福祉事務所児童係（廿電5)21 

11番内線 24 3 番）へどうぞ。 

五所川原「虫と火まつり』 8月3日～7日 



県曾勲熱iス 63年版 

く主な内容＞ 

⑥表面 〇青森県主要指標〇統計グラー70 市町 

十小ゾ井既『要 

⑥裏面 〇青森県全図 

⑥価格 350P1 

知識を 	64年版 

く主な内容〉 

○日記編〇資料編o 名簿編○ f更覧』婦くっ別岡一住二

所録 

※天地で従来よリ2 .5cm大き く、厚さが半分にな

り I掬 c7）ポ’ケ ソ トにピッタ 1上コ 

@）価i格 35OF月 

☆ク。ラフ及び手帳のほしし、方は、 8 月25日まて” 

に各地区の行政連絡員へお申し込みく ださい。 

なお詳しいことは、d汗必書企画課統計誹理ミ係 

（雪く，う)21 11番内線 3 1 9 番）へお問い合わせく

ノごさし、。 

カえ了一 l I. 県勢グラフ 
パンフレッ ト ’I' .-'J ノ ／ 

63年版 

県勢グラフ 

ポケ ソ トに 	‘目 L」 1七 山巨 

64年版 

県民手帳 
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青森県統計グラフ募集 
）募集範囲 小・中・高校生、一般 

）課題 自由（ただし、創作作品のみ） 

ン入選区分及び賞 5 部門に分けてそれぞ才Lに 

賞状及び金品贈呈 

レ締切日 9 月 8 日（木） 

＞応募先及びお問い合わせ先 

市秘書企画課統計調査係（廿電5)2111番内線 3 

1 9 番） 

女性の地位向上、男女平等の社会、旧体質の

社会慣習について考え、新しい時代への展望を

得る意見や体験を募集しています。 

ン課題 ① 「婦人問題を考える」 

(2)r21世紀ー男女共同参加型社二会の jf 

成をめざして私の意見、私の提言」 

（③） 「高齢化社会に思二う」 

※①、（②）のタイ トルは自由。 

)I応募資格 県内に居住する男女（年齢不間） 

レ原稿枚数 400字詰縦書き原稿月羽氏 5 枚以内

レI応募期限 9 月10日まで’（当日消印有効） 

ン送り先 〒030 青森市長島 1丁目1-1 

青森県生活福祉部青少年婦人室 

("0177⑩1111番内線2216番） 

「西浜・十ニ湖の道」 
参加者募集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、西浜・ 

十二湖の道めぐりを行います。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

ン日時 9 月 4 日（日） 午前 7 日寺～午後 7 時 

ンコース 青銀藤崎支店前発 7 時一信用金庫前 

発 7 時20分、一鶴田役場前 7 時35分ー中三前 7 

時50分一鯵ケ沢一種里城跡一千畳敷一円覚寺 

宝亡I勿一深浦観光ンれテル（畳：食）ー十＜二I胡一五所 

川原18時30分一鶴田18β寺45分一板柳19時 

レ集合場所・時間 中三前 午前 7 時40分・ 

＞会費 4,600円（見学料・昼＝食） 

＞申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史のj首整備促進協議会事務局（か0177④1064 

番） 

ン申し込み締切 8 月25日（オ9 

レ申し込み受イ寸日寺間 午前 8 時30分～午後 4 時 

まで’（日曜日を除く） 

近世古文書 
解読講習会 

レ日日寺 8 月21日（日） zF前10時かiフ 

レ場所 市中央公民館 

ン定員 50名（定員になり次第締切ります） 

ン受講料 無料一 

＞テキスト代 500円（申し込みと同時に納入） 

＞講師 福井雄三（県文化財保護協会常任理事） 

豊島勝蔵（市文化財審議委貝） 

ン申し込み先 市教育委員会社会教育課（胃G) 

2111番内線 2 5 0 番） 

主催 県文化財保護協会、県立図書館、市教育 

委員会 

市民弓道教室 
受講生募集 

＞受講資格 一般男女 

＞期間 8 月23日から10月20日まで、の毎週火・ 

本・土曜日 午後 7 時から 9 時 

＞会場 三道会館弓道場（市役所隣り） 

ン受講料 無料 

ン申し込み・問い合わせ先 成田印店（新町か 

国） 1 083番） 

主催 五所引~原弓道会 

後援 市教育委員会 

戸 婦人問題に関する 
意見や体験を募集 
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新受入図書 
市立図書館 

JI 	名 著 者名 書 	名 著 者名 

地域開発と情報化 ノノ
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信玄戦旗 松本 清張 

人 '1 にi青し ゴ乙、（よ 
し、f」な、、 藤本 義一 疑惑の墓標 藤 	桂子 

Fl 本の仏様を 
知る事典 松博 弘道 白 光 冨岡多恵子 

社長公選 il藤 良也 オンラインの微笑 島井加南子 

郵便局120%利用法 安部 	秀 西域伝 科‘野 	朗 

親たちの受験期 それぞれの終楽章 阿部 牧郎 和田 発子 

小学生のしっけ相談 晶川 孝子 “万有引力の殺意 赤川 次郎 

発明考案の紹介 特 許 庁 焦土の野球連盟 可部 牧郎 

新感覚の二世帯住宅 講 談 社 流浪期 小嵐九八郎 
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菊川 慶典 家族輪舞曲 椎名 桜子 

押 絵 僑本 香澄 犬の系譜 椎名 	誠 

秘密の保存食 赤堀千恵美 姥っかれ 田辺 聖子 

日本その心とかたち 加藤 周一 剣 綱淵 謙錠 

一n
 

葉
 
は
厳
 
女
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の

の
 

才
 

」
 
ン
、
 

れ
 

鈴木 健二 屈託なく生きる 城山 三郎 

未来に羽ばたけ 青 森 県
教育委員会 新寂庵説法 瀬戸内寂聴 

青函トン不ル 里沢 典之 よっ葉のエノセイ 俵 	万智 

活 路 真鍋 繁樹 ダイアリ― 板見 陽子 

父親は何ができるか り
川
 

w
か
 

満洲働嬰 友清 高志 

老人精神衛生相談の 
お知らせ 

五所川原保健所では、毎月 1回、精神科の専 

門医による無料才目談を実施しています。 

物忘；れがひどい、夜ね●：」,れない、行先がわか 

らなく なる、帰り道がわからなくなる等の症状 

のある方や家族の方は、気軽にこ才目談ください。 

レ才目談日 毎月第 2 火曜日 午後1時～ 

（受添t時間午後 1時～ 2 時） 

レ場所 五所川原保健所 

ン担当医 精神科嘱託医 布施清一先生 

レその他 ‘必要により（D診察②血圧測定を行い 

ます。 

※相談を受ける方は、事前に電話連絡をお願い 

します。（”電④）21O8- 9番） 

生活講座受講生募集 
ー働く婦人の家― 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する

妬I人 

レ受講料 無酬斗（材半ト費は本人負担） 

ン受講期間 8 月22日から12月14日 

ン受講時間 午後 6 時30分から 8 時30分まで（ 

ただし、ニ土曜日は午後 1時30分から 3 時30分） 

ン申し込み先 市働く婦人の家（”電ら)8898番） 

ン申し込み受付 8月3日（水）午fl09時から 

（定員になり次第締切） 

募集内容 

曜目 教 室 名 回数 人員 内 	容 

H
  

英会話教室 10 20 役に立っ英会話 

水
  

卓 球 教 室 8 10 卓球の基礎 

着付と和装 
マナー教室 16 15 着こなしと 

ポイント 

木 料 理 教 室 10 30 家 庭 料 理 

金
  

編 物 教 室 10 20 アフガンを 
使った棒針編 

社交ダンス 
入門教室 10 10組 基本ステップ 

土
  

書 道 教 室 10 20 措 書・か な 

※社交タ“ンス入門教室については30歳以上の夫

婦を文寸象とします。 

おかあさんの 
「育児教室」の開催 

おかあさ／くーが育りI己」について日頃困っているこ

と、聞いてみたいと思っていることについて、 

専門の先生からお話しを聞いたりする機会です

ので、皆さんお誘い合わせてご参加ください。 

ン日時 8 月25日 （木）午前 9 時30分から午後 

3 時30分まで’ 

ン場所 市中央公民館 

ン内容 （ユ）しつけで困っていること。②身体自勺

な発達、健康に関すること。③遊び、オモチ

ャ、友だち、家庭のあり方等に関すること。 

④ことばの発達、絵本、テレビ、正しい知識

の与え方、心の育て方に関すること。（5）その

他育児に関すること。 

ン申し込み先 8 月20日 （ニ上） までに市教育委

員会社会教育課（廿唾ら>2111番内線 2 5 0 番） 

へお申し込みくた”さい。 

ンその他 （1）昼食をご持参ください。②託児者

を月1意しますので’、親子ーでこご参加ください。 

③簡単な体操のできる服装でおいでください。 

、 



みんたj：の健康教室 
時

所師 

日 

場講 

＞ンン 

レテーマ 

8 LI 2 6 FJ(:i 午後 lI」、与 

市保健セン ター 

山本 I貞」tに’売生 

（山本耳鼻咽喉科医院長） 

1 難聴にーついて」 

主 催 北 IL医師会一市民偽1健協I議会 
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ゴミの繰り上げ収集 
まつり期間の3日間 

市では、夏まつり期間中の 8 月 4 日 （木） 

5 日 （金） 、 6 日 （土）の 3 日間、 ゴミの収集 

時間を朝 7 時に繰り上げて」収集します。 

ゴミの」収集日にあたっている町内の人々は、 

きめら才Lているゴミ集積場所へ朝の 7 時までに 

ニ1’ミを出してくノごさい。 

きめられた場所、l収集日を！守るようみんなで、 

注意しあいましょ う。 	 （市衛生課） 

⑥スイ力、メロン等の水分は十分に切っ
てから出しましょう。 

粗大ゴ ミ 
一  8月・11月に収集します 
~ レ各崩範蕪 _J‘ーつヘーヘーーノ 

旧町内、湊、湊団地、みどり町、松島町、若

葉 

＞各月の第4金曜日 

七ニ和、梅沢、長橋、栄、松島、飯詰、毘沙門、 

中川、三好の各地区 

ン出せる物 洗濯機、冷蔵庫、テレビ、ベッ ト、 

タンス、 イス、t凡、 テーブル、 ジュータン、 

空ドラム缶、 タタミ 

レ出せない物 リヤカー、農機具、バイク、ホ 

ームタンク、古タイ六’ 

※粗大ゴミを出す方は、収集日の 2 日前までに

市衛生課（廿⑩2111番内線 2 6 9 番）へご連

糸各くノごさい。 

~休日・1夜間の急病は！ 
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人の命を救う「愛の献血」にご協力を！ 

期 	日 時 	間 場 

8 月12日 

(sit) 

午IW1O時から 
午前10時50分まで 

中泉集会所 

午前11時から 
正午まで 

梅沢地区 
研修センタ一 

午後1時30分から
午後 4 時まで 

西北中央病院 

8 月22日 

月） 

午前10時から 
午前11時まで 

鎌谷町 
防災セン夕ー 

正午から 
午後 2 時30分まで 

日立東部セミコン 
ダクタ津軽工場 

午後 3 時から 
午後 4 時まで’ 

県合同庁舎 

子宮がん浮しがん・ 
甲状腺の検診 

レ対象者 30歳以上の婦人（日召和34年 3 月31日

までに生まれた人） 

ン申し込み受付期間 8 月15日から 8 月25日ま

で・（たノごし、 日曜日を除く） 

ン申し込み方法 申込書でお申し込みください。 

（用紙は保健協力員、市役所、各支所に備え

てあります。） 

ン申し込み先 市衛生課、市役所各支所、保健

協力員のいずれかに。 

ン検診場所 市保健センター 

ン受診者負担 国民健康保険加入者 400円、そ

の他の保険加入者は 1,000円。 （ただし、70 

歳以上の人、生活保護世帯の人、市民税非課

税世帯の人は無料になりますので受イ寸の際に

証明書を提出してください。） 

レ持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 

(40歳以上の人のみ）、ノぐスタオルを持参して

く ノごさい。 

ン検診月日 9 月21・22・28 ・29 ・30日、10月 

5 ・ 6 ・ 7 日、11月10・15 ・16 ・17・18日の 

うちから市が指定し、後日、 申込者各自に通

知します。 

＞注意すること 乳がん、 甲状腺のみの受診は

できません。 ご了承く ださい。 

詳しいことは、市衛生課（”⑩2111番内線 2 

7 2 番）へどうぞ。 
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